
 

令和６年２月８日（木）有楽町にある坐来大分にて、マルタ・アルゲリッチ氏が総監

督を務める第 24 回別府アルゲリッチ音楽祭の東京での記者発表があり、別府市東京

事務所も参加しました。 

別府市でのギドン・クレーメル、ミッシャ・マイスキーとの共演は市制 100 周年記

念事業として世界的にも注目されています。 

先日大分でも⾏われた記者発表同様、対⾯での記者発表は約４年ぶりとのこと。 

また、今年は、アルゲリッチ氏が 1994 年にはじめて大分県を訪れてからちょうど 30

年の節目となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日の会⾒では、マルタ・アルゲリッチ氏と別府アルゲリッチ音楽祭総合プロデュ

ーサーの伊藤京子氏、そして公益財団法人アルゲリッチ芸術振興財団が、芸術を核と

した社会貢献と地域振興への寄与を評価され、第 13 回大林賞を受賞したことも報告

されました。 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 24 回別府アルゲリッチ音楽祭東京記者発表 令和 6 年 2 月 8 日（木） 



 

 

 

 

   

 

                         
左から）大分県企画振興部芸術⽂化スポーツ課⻑三浦健氏、別府アルゲリッチ音楽祭総合プロデューサー伊藤京子氏、

日本生命保険相互会社コーポレートプロモーション部 地域・社会共創部⻑ 宮崎まゆ子氏、公益財団法人大林財団  

常務理事 絹川直氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国から音楽祭を訪れる皆様には、別府アルゲリッチ音楽祭で素晴らしい音楽に触れ

るとともに、ぜひ別府の温泉や食も楽しんでいただけると嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

その後の交流会では、別府の温泉やグルメ、市制 100 周年について PR させていた

だきました。会場内には地獄蒸しも発⾒です。こちらの⽯菖は、鉄輪むし湯で使われ

ている⽯菖と同様、別府産です♨ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


